
育児休業取得者の声

令和2年6月に長男を出産し、当初は約3年の育児休業を取得予定でしたが、産後に情報収集したところ、近隣

は待機児童が多いいわゆる「保活激戦区」であるため、希望する園に入るには、0歳児クラスへの4月申し込みが

確実と知りました。そこで、休業期間を令和3年4月までに変更して無事に最寄りの園へ入ることができました。

その後、令和4年6月に次男を出産。長男と同じ事情で0歳10カ月で入園とし、令和5年4月に復帰しました。

農村振興部 農地整備課

桑田 絵理子

R2.8.6～R3.4.11 育児休業

R4.8.1～R5.4.21 育児休業

育児休業取得について

子育てのやりがいや苦労

育児休業取得について

農林水産省では、全ての職員が健康で生き生きと働き能力を最大限に発揮でき
る職場環境を実現していくためにワークライフバランスの推進に力を入れています。

仕事と育児の両立について

育児時間勤務の制度を使い、８：３０～9：00、１６：４５～17：15を育児時間に設定して働いています（9：0０～

16：45勤務）。夫は柔軟な勤務時間の設定が難しい職場で勤務しているため、保育園の送迎や急病時の対応は主に

私が担当しています。家事については、夫は早朝、私は夜に分担して行っています。

親子の心身の健康のためには、家族の協力と職場の理解がどちらも絶対に不可欠ですが、幸いなことにどちらも

充分な環境で、双方に感謝するばかりです。当省は、制度面で充実していると思うので、使える制度は存分に活用し

て、仕事でも家庭でも工夫しながら頑張っていきたいと思います。ただ、現実問題として、時間も人手も有限な中、

職場でサポートしてくださっている方々に申し訳なく思う場面には多々直面します。なんとかならないものか・・・と

思うとともに、いずれ自分がサポートする側に立った時には、同じように笑顔で支えられる存在でありたいと思いま

す。

岡山県拠点

池内 龍也

R3.10.8～R3.10.31 育児休業

育児休業の取得にあたって

当初は2週間程度、育児休業を取得する考えでしたが、上司の方から「もう少し長

く休まなくて良いの？」と逆に提案をいただき、特別休暇と合わせて1か月弱休暇を

取得しました。復帰後も早く退庁できるように上司や同僚にご配慮いただき、積極

的に育児に関わることができました。

育児休業を取得して感じたこと

私は選考採用で入省しており、長男が産まれた時には前職におり、今回初めて育児

休業を取得しました。育児休業中は、自分の休みたい時に休めなかったり、家事が思

うように進まなかったりと、妻の日頃の苦労を身をもって実感し、産後間もない頃

は特に、家族のサポートの必要性を感じました。

配偶者からのコメント

長男が産まれた時も育児には積極的に関わってもらっていましたが、今回、育児休

業を取得し、夜中のオムツ替えをしてくれたり、長男の遊び相手や私の話し相手に

なってくれたりしたことで、産後の心身の負担感が違ったように思います。我が子の

貴重な成長の瞬間を夫婦で共有できたことは、かけがえのない時間となり、宝物に

なりました。
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仕事と違い外部から定められた到達点（ゴール）はなく、子の成長を見逃さず自ら達成感を掴んでいくという

点が、やりがいでもあり難しい点であると感じています。勤務時間中は職務に集中、帰宅後は家族に集中！メリハ

リをつけることと、自分のための時間を取ることを大切にしています。息子たちの笑顔や寝顔、日々たくましくな

る姿を眺めていると、日々の疲れが癒されます！



若手職員からのメッセージ

生産部 園芸特産課

宍倉 涼乃

宍道湖西岸農地整備事業所 庶務課

島田 和弥

私 は 令 和 ２ 年 に 中 国 四 国 農 政 局 で 採 用 と な り 、 本 省 経 験 を 経 て 、 ５ 年 目

を 宍 道 湖 西 岸 農 地 整 備 事 業 所 で 迎 え て い ま す 。

当 事 業 所 で は 、 区 間 整 理 に よ る ほ 場 の 大 区 画 化 や 排 水 機 場 ・ 排 水 路 の

整 備 な ど を 行 っ て い ま す 。 私 は 現 在 庶 務 業 務 を 担 当 し て い る の で す が 、 事 業

所 で の 勤 務 が 初 め て の た め 戸 惑 い な が ら も 、 周 囲 の 方 の サ ポ ー ト を 受 け な が ら

業 務 を 進 め て い ま す 。

入 省 以 降 、 人 事 ・ 給 与 系 の 業 務 を 担 当 し て い る の で す が 、 農 政 局 、 本 省 、

事 業 所 と 、 そ れ ぞ れ の 視 点 で の 業 務 を 経 験 で き て い る こ と は 、 業 務 を 進 め る

う え で 大 き な 助 け と な っ て い ま す 。

ま た 、 本 省 在 籍 時 に は 、 他 の 農 政 局 出 身 者 や 本 省 採 用 者 の 同 期 な ど と

と も に 一 緒 に 勤 務 を し て い ま し た 。 現 在 そ れ ぞ れ の 農 政 局 や 本 省 で 、 私 と 同 様

の 業 務 を 担 当 し て い た り 、 関 係 部 署 に 配 属 さ れ て い た り す る の で 分 か ら な い こ と

が あ れ ば 日 々 連 絡 を 取 り 合 っ て い ま す 。

こ の よ う に 農 政 局 は 、 多 く の 人 と つ な が り を 持 っ て 仕 事 を す る こ と が で き 、

知 識 や 経 験 を 深 め て い け る 職 場 だ と 感 じ ま す 。 就 職 先 を 決 め る の は 、 と て も

悩 ま し い こ と だ と 思 い ま す が 、 是 非 い ろ い ろ な 職 場 を 見 て 回 っ て 、 自 分 に

ぴ っ た り の 職 場 を 見 つ け て く だ さ い ！

私 は 令 和 ５ 年 に 入 省 し 、 １ 年 目 の 初 め は 花 き 係 と し て 花 の 消 費 拡 大 の た め

の イ ベ ン ト や 補 助 事 業 の 執 行 に 携 わ り ま し た 。 そ の 後 、 異 動 を 経 て 、 １ ０ 月 か ら

は 果 樹 係 と し て 働 い て い ま す 。

果 樹 係 の 普 段 の 業 務 は 、 果 樹 関 係 の 調 査 結 果 の 取 り ま と め や 補 助 事 業 の

執 行 等 を メ イ ン に 行 っ て い ま す 。 一 方 で 、 中 国 四 国 地 方 に は 愛 媛 県 の 柑 橘

や 広 島 県 の レ モ ン 、 岡 山 県 の ブ ド ウ や モ モ な ど 、 他 に も 果 樹 の 大 産 地 が た く さ ん

あ り 、 出 張 に 行 く 機 会 も と て も 多 い で す 。 実 際 に 現 地 で 見 る 広 大 な 果 樹 園 の

様 子 は 圧 巻 で す …！また、出張先でその土地の果物を買って帰り、食べ比べするのも

最 高 で す ！

仕 事 の 内 容 は 各 部 署 ・ 係 ご と に 様 々 な の で 、 ぜ ひ 、 説 明 会 等 に 積 極 的 に

参 加 し て 、 色 々 な 人 の お 話 を 聞 い て み て く だ さ い ！ み な さ ん に ピ ッ タ リ の 仕 事

が 見 つ か る か も し れ ま せ ん 。 農 林 水 産 省 で 一 緒 に 働 け る 日 を 楽 し み に

待 っ て い ま す 。

ある１日のスケジュール

8:25

登庁

8:30

書類の作成

12:00

昼食

13:00
関係機関に
書類の提出

14:00
業務用システ
ムにデータの
入力

17:15

退庁

8:20

登庁

8:30

メール確認

12:00

同期と
ランチ

13:30
Web会議

15:00

調査結果
とりまとめ

17:15

退庁

【職歴】

R2.4 入省（一般職（大卒）行政）

総務課人事第２係

R3.4    総務課人事第１係

R4.4 大臣官房秘書課地方給与班

R6.4 宍道湖西岸農地整備事業所 庶務課庶務係（現職）

【職歴】

R5.4 入省（一般職（大卒）農学）

生産部 園芸特産課 花き係

R5.10 生産部 園芸特産課 果樹係
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道前平野農地整備事業所 用地課

大瀬戸 結子

南周防農地整備事業所 工事第二課

岡垣 宏和

私 は 、 令 和 ４ 年 ４ 月 に 入 省 し 、 中 国 四 国 農 政 局 農 村 振 興 部 防 災 課 国 営 防

災 第 １ 係 と し て 採 用 さ れ 、 ３ つ の 国 営 防 災 事 業 所 （ 那 賀 川 ・ 四 国 東 部 ・ 児 島

湾 沿 岸 ） に つ い て 、 各 種 作 業 依 頼 や 工 事 発 注 手 続 き 等 を 担 当 し ま し た 。

令 和 ５ 年 ４ 月 か ら は 、 南 周 防 農 地 整 備 事 業 所 に て 、 か ね て よ り 関 心 の あ っ た

農 地 の 大 区 画 化 や 暗 渠 排 水 整 備 に 関 わ る 業 務 に 携 わ っ て い ま す 。

私 の 携 わ っ て い る 事 業 で は 、 点 在 し て い る 小 区 画 農 地 を 「 換 地 」 で １ ヵ 所 に

集 約 し 、 大 区 画 の 農 地 と す る 工 事 を 行 っ て い ま す 。 ま た 、 大 区 画 化 し た 農 地

に つ い て は 、 用 水 機 能 を 備 え た 暗 渠 排 水 シ ス テ ム （ F O E A S ） の 整 備 も 行 っ て

お り ま す 。 F O E A S の 整 備 に よ り 、 用 水 管 理 の 負 担 が 軽 減 さ れ る だ け で な く 、

汎 用 水 田 化 に よ り 、 今 ま で 稲 作 し か で き な か っ た 農 地 で 畑 作 （ = 高 収 益 作 物

の 栽 培 ) が 可 能 と な り ま す 。

今 の 私 は 、 実 際 に 営 農 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 地 域 で 勤 め て お り 、 地 元 農

家 の 方 と 関 わ る 機 会 が 多 く あ り ま す 。 現 場 業 務 な り の 苦 労 は あ り ま す が 、 実

際 に 営 農 さ れ て る 様 子 や 工 事 の 実 施 状 況 を 確 認 す る こ と で 、 や り が い を 肌

で 感 じ な が ら 、 大 変 充 実 し て 業 務 に 取 り 組 む こ と が で き て い ま す 。

皆 さ ん と 一 緒 に 働 け る 日 を 楽 し み に し て い ま す 。

私 は 令 和 5 年 4 月 に 中 国 四 国 農 政 局 に 入 省 し 、 今 年 で 2 年 目 と な り ま す 。

現 在 は 、 愛 媛 県 西 条 市 に あ る 道 前 平 野 農 地 整 備 事 業 所 に て 換 地 業 務 に

従 事 し 、 業 務 に 精 通 す る 上 司 に 囲 ま れ 日 々 勉 強 中 で す 。

事 業 所 で は 、 事 業 の 受 益 地 に 赴 く 機 会 が 多 く あ る こ と か ら 、 業 務 の 経 過 や

成 果 を 自 分 の 目 で 確 認 で き る 魅 力 が あ る と 思 い ま す 。 初 の 事 業 所 異 動 を 楽 し

み に 思 う と と も に 少 し の 緊 張 も あ り ま し た が 、 諸 先 輩 方 か ら 聞 い て い た と お り

事 業 所 全 体 で 協 力 し て 業 務 を 行 う 風 通 し の よ い 環 境 だ と 感 じ て お り 、 楽 し み

な が ら 学 ん で い き た い と 考 え て い ま す 。

西 条 市 に 住 み 始 め 、石鎚山が他の山より飛び抜けて高いことを再確認し驚きました。

（ え 、 あ ん な に 高 い の ？ と 何 度 見 て も 思 い ま す 。 当 た り 前 の こ と を 書 い て す み ま

せ ん 。 ） ま た 、 水 の 都 西 条 の 名 の 通 り 、 湧 水 が 綺 麗 で 自 然 好 き な 方 に お す す め

の 転 勤 先 で す 。

ご 興 味 が あ り ま し た ら 農 政 局 を 就 職 先 の 選 択 肢 の 一 つ と し て い た だ け ま し た ら

幸 い で す 。 皆 さ ん と 仕 事 が で き る 日 が 来 る こ と を 心 待 ち に し て い ま す 。

若手職員からのメッセージ

ある１日のスケジュール

8:10

登庁

8:30
所内
打ち合わせ

12:00

昼食

13:00

現場へ
調査

14:00

内業

17:15

退庁

8:30

登庁

9:30
関係機関と
打ち合わせ

12:00

昼食

13:00

現地
調査

15:00

事務
作業

17:15

退庁

【職歴】

R4.4 入省（一般職（大卒）農業農工学）

農村振興部 防災課 国営防災第１係

R5.4 南周防農地整備事業所

工事第二課 工事第３係（現職）

【職歴】

R５.4 入省（一般職（大卒）行政）

農村振興部水利整備課 管理調整係

R６.4 道前平野農地整備事業所

用地課換地係（現職）
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私 は 令 和 ５ 年 に 入 省 し 、 現 在 総 務 課 で 給 与 支 給 業 務 に 携 わ っ て い ま す 。 前 職 か ら

の 経 験 を 活 か し な が ら 中 国 四 国 農 政 局 の 給 与 業 務 に つ い て 勉 強 す る 毎 日 で す 。

４ 月 は 組 織 の 部 署 の 名 称 等 を 覚 え る と こ ろ か ら 始 ま り 、 給 与 支 給 作 業 の 流 れ を 把

握 す る こ と で 精 一 杯 で し た が 、 周 り に 教 え て い た だ き な が ら 少 し ず つ 知 識 を 増 や し

て い く こ と で 、 今 で は 主 体 的 に 業 務 に 臨 め る よ う に な り ま し た 。

選 考 採 用 と い う こ と で 、 あ る 程 度 の 社 会 人 経 験 を 仕 事 に 活 か す こ と が 求 め ら れ る

な か 、 当 初 は 勝 手 に 自 分 が 課 し た 理 想 像 に 押 し つ ぶ さ れ そ う に な り ま し た 。 し か し

最 初 か ら ス ム ー ズ に 業 務 に 取 り 組 め る わ け で は あ り ま せ ん 。 勉 強 し た く て も 帰 れ ば

ノ ン ト ッ プ の 子 育 て が 待 っ て お り 、 熱 を 出 し て 保 育 園 を 休 ま せ ざ る を 得 な い こ と も あ

り ま す 。 テ レ ワ ー ク や フ レ ッ ク ス 勤 務 を 利 用 さ せ て い た だ き な が ら 仕 事 に 取 組 み 、 公

私 共 に 私 ら し く 過 ご す こ と が で き て い る の は 、 職 場 の 方 と 家 族 の 協 力 の お か げ で す 。

今 こ の メ ッ セ ー ジ を 読 ん で い た だ い た 皆 さ ん と 働 け る 日 を 楽 し み に し て い ま す 。

令和３年４月に選考採用で入省し、統計部生産流通消費統計課に統計

専門職として配属されました。業務内容は漁獲量や豚や採卵鶏、ブロイラー

の飼養頭数を調べるなどの統計データの取りまとめを行っていま

した。各調査により方法が異なるので覚えるのに苦労しました。

令和５年４月から経営・事業支援部担い手育成課に異動して経

営調整係として農業者の経営改善、経営発展、法人化に向けた

取組や集落営農の活性化に向けての支援を行っています。また、

認定農業者になる経営改善計画の認定も行っています。異動を

して、仕事内容が大きく変わり大変な面もありますが上司や周り

の先輩方が分からないところを優しく教えてくださるのでとても

助かっています。もし、仕事面で不安を持たれている方がいらしゃ

っても安心して頂けたらと思います。

皆さんと一緒に働ける日を楽しみにしています！

選考採用者からのメッセージ

【前職種】

地方公務員

【職歴】

R5.4 入省 総務課支給係

【前職種】

営業職

【職歴】

R３.4 入省
統計部 生産流通消費統計課 統計専門職

R5.4 経営・事業支援部担い手育成課 経営調整係長

総務課支給係
（消費・安全部米穀流通・食品表示監視課米穀表示監視第２係長）

有松 一久恵

経営・事業支援部

担い手育成課経営調整係長

中神 将嗣

１４

ある１日のスケジュール

8:05

登庁

8:15

給与簿監査
事前準備

12:00

同期と昼食

12:45

月次給与
作業

16:45

退庁

１７

8:20

登庁

8:30
担当業務の
審査、問い合

わせ

12:00

昼食

13:00

会議

16:45

退庁



①志望動機は？ ②社会人1年目はどう？ ③気分転換の方法は？ ④就活中の失敗談は？

①農政局の魅力とは？    ②担当業務は？    ③学生時代の心残りは？    ④就活生にエールを!

①職場内の雰囲気が明るく親しみやすいところや、人が

生きるうえで必要不可欠な食料や農業について関わること

でやりがいを感じられることです。

②次世代施設園芸の取り組みなど施設園芸における課題へ

の対応や補助金の交付等を行っています。

③主体的にコミュニケーションをとってもっとたくさんの

友人を作ればよかったと後悔を感じています。

④しんどくて辛くなることもあると思いますが、自分を信

じて諦めずに挑戦してみてください！応援しています！

生産部
園芸特産課
施設園芸環境負荷低減係

中林 遥希
(一般職（大卒）農学)

①企業でのインターンシップを機に、行政の立場から

「農業」や「食」を支えたいと考えたからです。

②先輩職員の方々が丁寧に教えてくださり、自分のペース

で楽しく仕事ができています！

③同期とお昼ご飯を食べることです。最近は同期全員で

集まって皆で食べています！

④論作文試験で焦りによる手汗で用紙に大穴が開いたこと

です。結局何とかなりました。

総務課
人事第2係

髙橋 拓貴
(一般職（大卒）行政)

①説明会を通して「食」の重要さを改めて感じ、農業の

抱える諸問題の解決に携わりたいと考えました。また、説明

会で職員の皆さんの和やかな雰囲気を魅力に感じ、志望

しました。

②職場の皆さんが優しく丁寧に業務を教えてくださるので、

できることが増えてきました。素敵な職場だと日々感じて

います。

③ラーメンを食べに行くことです。

④やる気が出ず、筆記試験の勉強を始めるのが遅くなって

しまったことです。ほとんどの模試がE判定でした。

農村振興部
用地課
用地係

三溝 日菜
(一般職（大卒）行政)

①理解が十分得られていないバイオテクノロジーをはじめ

とする優れた技術の理解を広げ、農業の発展に貢献したい

と思い、志望しました。

②初めての業務や分からない用語と日々格闘中です。業務

内容と研修が少しずつ繋がっていくのを実感しています。

③趣味に興じたり、同期と談笑してリフレッシュしていま

す。同期との繋がりを改めて大切だと感じた今日この頃で

す。

④官庁訪問の際に、緊張のあまり面接室と控室の間で何回

も迷子になってしまったことです。

生産部
生産技術環境課
新技術実装係

澤村 匡範
(一般職（大卒）農学)

①様々な側面から農業を支えることができる点です。また

人が優しく、明るい職場の雰囲気も魅力の一つだと思います。

②中国四国農政局における支払い事務、証拠書類の編纂事務

及び決算事務を担当しています。

③北欧に行って自然をたくさん見たかったです。

④しんどいこともあると思いますが、無理せず自分のペース

で頑張ってください！

会計課
歳出・決算係

山田 晴可
(一般職（大卒）行政)

①食糧生産の基盤となる農業水利施設の整備を通して、

日本の食料の安定供給に貢献できるところです。

②水利整備課にて国営事業に携わっており、今は工事の

発注や予算管理の仕事をしています。

③47都道府県制覇を断念したことです（30県以上まだ

行けていません）。

④自分がどんな仕事をしたいかよく考えて、ぜひ楽しみなが

ら就活してください！応援してます。

農村振興部
水利整備課
国営係

稲葉 匠海
(一般職（大卒）農業農村工学)

①生命や健康の基本となる「食」や「農業」を支える仕事に

魅力を感じました。また、9県もの事業に関わることができること

も魅力に感じました。

②上司や先輩が優しく丁寧に教えてくださるので、日々できること

が増えていって、成長を感じることができます。

③おいしいカフェに行くことです。

④一番大事な最終面接で、緊張して同じ言葉を2回間違えた

ことです。

農村振興部
農地整備課
事業推進対策係

宮原 早希
(一般職（大卒）農業農村工学)

新規採用者からのメッセージ

１８

昨 年 は 6/19 、
20）

農村振興部
地域整備課
調整係

團 優真
（一般職（大卒）行政）

①１年目でも農業に関わる業務を担当できるところです。

②農業農村整備事業に係る予算の管理や決算、補助事業

の審査を担当しています。

③もっと対面授業を受けてみたかったことです。

④上手くいかないことがあっても、なんとかなると思って

頑張ってみてください！行き詰まったときは、思いっきり

遊んでストレス発散すれば大丈夫です。


